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過去数回に掛けて私のコラムの中で，コロナ禍

の米国内の経済的，政治的，そして社会的な影響

に関していろいろな角度から書いてみた。今回

は，米国に長期在住する日本人（つまり私）が過

去 1年半強のコロナ禍のなかで感じた日本と米国

という 2つの社会の違いの大きさに関して記して

みたい。勿論，私の個人的な感想で，細かく因果

関係を研究した訳ではないので科学的な証拠があ

るものではない。

（このコラムを書き始めた時点で）東京オリン

ピックも数日前から始まり，東京ばかりでなく日

本全体の様子がテレビで放送されている。日本で

はコロナ禍がなかなか収束せず，オリンピックの

始まるころから，東京でのコロナ感染者の増加が

ニュースになっていた。私の最初の驚きは，日本

では殆ど全ての人がマスクをしていることだ。米

国に住んでいて感じるのは，現在マスクをしてい

る人は皆無に近いほど，ほとんど見かけられな

い。勿論レストランなどもコロナ禍以前の普通の

状態に戻ったように混雑している。私には不思議

でならない。

仕事柄，多少データを使って説明してみたい。

米国では 2020 年初頭のコロナ禍の始まりから現

在までにコロナ感染者は何と 3,533 万人強に上

り，63 万人近くが命を落としている。日本のそ

れぞれの数は 87.6 万人，1 万 5 千強である。米

国の人口が日本の 2.6 倍であることを考慮する

と，日本と比較して，米国のコロナ感染率も死亡

率も約 16 倍近く悪いことになる。確かに米国で

はコロナ・ワクチン接種率が日本のそれより高

い。現時点で，米国で完全にワクチン接種を終え

ている人口は国民全体の 49.7％（少なくとも 1

度だけワクチン接種を終えている割合は 57.4％）

である。日本の正式なデータは出ていないが，現

時点でコロナ・ワクチンの使用率からすると，

31.4％の国民が完全にワクチ

ン接種を終えていることにな

る。日本では米国よりも数か

月程遅れて始まったワクチン

接種であることを考えると，

進行の経過は数か月前の米国の状態と同じよう

だ。コロナウイルスのデルタ株が猛威を振い始め

た中，日本でのワクチン接種が順調に進むことを

祈っている。

次にコロナ禍の現在比較をしてみよう。過去 1

週間のデータ（7 月 26 日付）によると，米国で

の新たな感染者は 38 万人強であり，1,872 人の

死亡が報告されている。日本の同じ時期のデータ

によると，2 万 9 千人強の感染者，231 人の死亡

が報告されている。オリンピックも関わっている

ので，特に東京都内の感染率がニュースになって

いる。同じデータによると，過去 1週間平均で東

京都内の感染者数が過去 1 週間で 10,878 人に上

り，7 人の死亡が報告されている。人口当たりで

計算してみると，米国のコロナ感染率は日本の 5

倍程であり，死亡率は 10 倍となる。東京と比較

しても米国の過去 1 週間の感染率は人口当たり

1.5 倍ほど高く，死亡率では何と 33 倍になる。

確かにコロナ・ワクチンの接種率が高いのが大き

な理由なのであろうが，米国のコロナ感染率・死

亡率とも以前よりはかなり良くなってきているの

は事実だ。とは言っても，過去一週間の日本の状

態と比較すると，米国のコロナ禍状況は遥かに悪

いのも事実だ。

そのような状態の中で，日本ではマスク着用が

常識だが，米国ではマスク着用をしている人が皆

無と言ってよいほど稀である。米国政府の疾病管

理予防センター（CDC）が人込みに入らない限

りはマスクをしなくても良いだろうと勧めを出し

た影響もあるのだろうが，それ以前からマスクを
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着用している割合は少なかった。色々な理由があ

るのだろうが，このコラムでは 2つの関連した理

由だけを取り上げる。

第 1に国民性の違いが挙げられる。文化的な違

いとも言える。コップに半分入った水を見て，米

国人は「半分も入っている」と見るが，日本人は

「半分しか入っていない」と見るようだ。つまり，

一般的に見て同じ状況を米国人は肯定的（楽観

的）に解釈するが，日本人は否定的（悲観的）に

解釈する。米国ではワクチン接種の効果もありコ

ロナ禍が多少収まったのをきっかけに，コロナ禍

が全く収束したかのように普通の生活に戻り，こ

の夏は観光地のホテルも既に満杯で，空港ではレ

ンタカーも借りられない程の人出で混雑し，勿論

要求されない限り完全にマスク離れをしている。

一方，日本では米国を含めて他の多くの国と比較

すると，コロナ感染率・死亡率は世界的にかなり

低いのが現状だ。それにもかかわらず，コロナ禍

の影響を否定的に見，オリンピックの最中にもか

かわらず，政府が緊急事態宣言を発出するしない

にかかわらず行動を慎み，勿論マスク着用をして

いる。

第 2に，両国ともマスコミの影響が強い。一般

市民と同じように，米国では物事を肯定的に見る

ので，ニュースの中でもコロナ禍の収束をとても

肯定的に扱っている。日本では，米国と裏腹に国

内のコロナ状況が世界的にかなり良いにもかかわ

らず，否定的に報道されている。何が問題かと言

うと，日本のマスコミは米国のマスコミが肯定的

に解釈した（感染率が下がった）米国のコロナ状

況のニュースをそのまま受け取り，それと比較し

て日本の状況がかなり悪いかのように報道してい

る。逆に，米国のマスコミは日本のマスコミが日

本のコロナ禍状況を非常に否定的に報道している

ので，日本のコロナ状況は米国と比べてかなり悪

化していると結論し報道している。つまり，日米

ともそれぞれの相手側のマスコミのニュースに基

づいて，お互いの国のコロナ状況を解説している

が，必ずしもデータに基づいて客観的に事実を報

道しているとは言い難い。少し前に，日本のコロ

ナ禍再悪化の為，アメリカではバイデン大統領夫

人が東京オリンピックの開催に出席すべきかどう

かが心配された。データからすると，私には既に

コロナ・ワクチン接種を終えているバイデン大統

領夫人が日本に出向くことは米国に滞在している

よりも更に安全なのではないだろうかとも思え

た。結果として，バイデン大統領夫人は開催に出

席したばかりでなく，いくつかの試合を観戦して

帰国した。

最後に，データに基づいたコロナ禍の現実は日

本より米国の方が遥かに悪いのに，米国の楽観的

な見方と日本の悲観的な見方が経済にどのような

影響を与えているのだろうか。最初に断ったよう

に私の見解は学術的な研究に基づいてはいない。

単に事実の相関に基づくものである。今年に入っ

て，米国のダウ・ジョーンズ平均株価は 1 月 21

日から 7 月 27 日に掛けて 31,176 ドルから

35,062 ドルと 13％程上昇している。同じ時期，

日本の日経株価は 28,757 円から 27,970 円と

2.7％と下降気味である。楽観的な米国は確かに

労働就業率が上がり，経済活動が息を吹き返して

きている。今年に入って米国の住宅価格が既に

15％程も上昇し，住宅バブルの心配も出てきてい

る。一方，今年に入って日本の住宅価格に目立つ

変動はない。米国の楽観視，そして経済中心志向

がどこまで良いとは言い切れないが，社会学上，

日本も米国から学べるものがあるのかも知れな

い。

（9 月 4 日付け後記：残念なことに日本も米国もコロナ

感染者が増加している。しかし，このコラムの中での私

の見解に変わることはない。）
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